
【学校生活キーワード】

いい顔 いい汗 いい学び 大きく のびろ 大野中 生徒数： 男 ２５１名，女 ２２４名，計 ４７５名

他
市
に
先
駆
け
て

鹿
嶋
市
で
は
鹿
行
の
他
市
に
先
駆
け
て
八
月
二
十
九
日

か
ら
第
二
学
期
が
始
ま
っ
た
。

校
門
で
の
挨
拶
す
る
生
徒
を
見
る
と
、
ど
の
子
も
元
気

な
様
子
で
安
心
し
た
。

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
返
す
言
葉
に
、
二
学
期

も
頑
張
る
ぞ
と
い
う
意
気
込
み
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

体
育
館
で
の
第
二
学
期
始
業
式
は
暑
か
っ
た
が
、
生
徒

も
整
然
と
し
て
い
た
。
そ
の
中
で
、
次
の
よ
う
な

話
を
し
た
。

一
、
ど
ん
な
夏
休
み
で
し
た
か

・
部
活
動
で
朝
か
ら
夕
方
ま
で
頑
張
っ
て
い
る
姿

が
見
ら
れ
た
。

・
柔
道
部
女
子
の
関
東
大
会
出
場
か
ら
学
ぶ

こ

と
が
多
か
っ
た
。

二
、
ど
ん
な
秋
に
し
た
い
で
す
か

・
実
り
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
読
書
の
秋
、
芸

術
の
秋
、
食
欲
の
秋
な
ど
。

・
何
を
す
る
に
も
い
い
季
節
が
秋
で
す
。

・
自
分
な
り
の
秋
を
見
つ
け
て
欲
し
い
。

三
、
被
災
地
を
訪
れ
て

・
石
巻
市
立
大
川
小
学
校
は
見
る
も
無
残
な
姿
だ

っ
た
。

・
六
年
生
に
と
っ
て
は
中
学
校
入
学
三
週
間
前
の

悲
劇
だ
っ
た
。

・
生
き
て
い
る
こ
と
を
当
た
り
前
と
思
わ
な
い
で

目
標
に
向
か
っ
て
努
力
し
て
欲
し
い
。

・
南
三
陸
町
ま
で
足
を
伸
ば
し
漁
港
ら
し
き
と
こ

を
へ
行
っ
て
み
た
が
，
壊
滅
状
態
で
あ
っ
た
。

・
被
災
状
況
の
写
真
を
掲
示
し
て
お
く
の
で
自
分

な
り
の
思
い

を
感
じ
て
欲

し
い
。

大
野
地
区
の
連
携
強
化

八
月
九
日
（
木
）
、
大
野
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
大
野
地
区
に
あ
る
幼
稚
園
・
保
育
園
・
小
学
校
・
中

学
校
か
ら
全
職
員
が
集
ま
り
合
同
研
修
会
を
実
施
し
た
。

大
野
地
区
で
は
今
ま
で
も
「
大
野
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
大

作
戦
」
と
称
す
る
小
中
の
連
携
強
化
を
狙
っ
た
取
組
を

行
っ
て
き
た
。
今
年
は
さ
ら
に
そ
の
連
携
を
幼
稚
園
と

保
育
園
ま
で
拡
大
し
、
よ
り
一
層
の
充
実
を
図
る
こ
と

が
そ
の
目
的
で
あ
る
。

当
日
は
鹿
嶋
市
教
育
委
員
会
大
橋
正
彦
教
育
長
は
じ

め
、
飛
田
芳
子
教
育
委
員
長
職
務
代
理
者
、
伏
見
文
教

育
委
員
の
出
席
の
も
と
、
跡
見
学
園
女
子
大
学
山
口
豊

一
教
授
に
講
演
を
い
た
だ
い
た
。
演
題
は
「
幼
稚
園
・

保
育
園
、
小
学
校
、
中
学
校
に
お
け
る
連
携
」
で
あ
っ

た
。そ

の
後
、
参
加
者
が
五
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
、
れ

ぞ
れ
の
テ
ー
マ
の
も
と
話
し
合
い
を
進
め
た
。

幼
保
小
中
の
連
携
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
小
学
校

へ
進
学
す
る
段
階
・
中
学
校
へ
進
学
す
る
段
階
に
生
じ

る
不
適
応
問
題
で
あ
る
。
ま
た
、
進
学
後
の
学
業
不
振

・
長
期
欠
席
問
題
で
も
あ
る
。
こ
れ
ら
を
解
消
す
る
た

め
に
は
今
ま
で
の
よ
う
に
そ
の
学
校
独
自
で
解
決
策
を

考
え
る
の
で
は
な
く
、
連
携
の
重
要
性
を
再
認
識
し
、

早
い
段
階
か
ら
具
体
的
に
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
不
可
欠
と
山
口
氏
は
言
う
。

非
常
に
有
意
義
な
研
修
会
に
な
っ
た
。
今
後
は
山
口

教
授
か
ら
指
導
を
う
け
た
事
を
具
体
的
に
進
め
て
い
く

こ
と
と
な
る
。

二
学
期
に
は
こ
ん
な
こ
と
で
頑

張
り
た
い
と
い
う
抱
負
を
次
の
三

名
が
堂
々
と
発
表
し
て
く
れ
た
。

一
年

松
本
直
也

君

二
年

小
澤
奈
緒

さ
ん

三
年

津
賀
明
日
香

さ
ん

八
月
十
日
（
金
）
船
橋
ア
リ
ー

ナ
に
お
い
て
、
柔
道
の
関
東
大
会

が
開
催
さ
れ
た
。
本
校
女
子

は
団
体
で
出
場
し
た
。
対
戦

相
手
は
神
奈
川
県
の
強
豪
（
平

塚
市
立
浜
岳
中
学
校
）
だ
っ

た
。
女
子
団
体
は
三
人
で
戦

う
。
前
日
の
個
人
戦
の
優
勝

と
三
位
が
浜
岳
中
学
校
の
三

人
の
中
に
い
た
。

本
校
は
敗
れ
は
し
た
が
、

関
東
大
会
出
場
と
い
う
貴
重

な
経
験
か
ら
多
く
の
事
を
学

ん
だ
。
ご
苦
労
様
。

鹿
嶋
市
少
年
の
主
張
発
表
大
会

で
三
年
生
の
日
向
寺
晴
香
さ
ん
と

真
家
優
花
さ
ん
が
優
秀
賞
に
輝
い

た
。
な
お
、
日
向
寺
さ
ん
が
三
位

に
入
っ
た
。
テ
ー
マ

は
「
続
け
る
こ
と
の

大
切
さ
」
、
真
家
さ
ん

は
「
助
け
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
」
だ
っ

た
。



第 ５ ６ 回 大 野 中 学 校 体 育 祭
Ｈ ２ ４ ． ９ ． ８

『 W e c a n d o i t ! 優
勝 を こ の 手 に 』（ 転 校
し て い っ た 小 川 太 一
君 の テ ー マ が 採 用 さ
れ ま し た 。

準 備 Ｏ Ｋ ！

売 店 も 準 備 Ｏ Ｋ ！

吹 奏 楽 部 の 演 奏 に 合
わ せ て 選 手 入 場 で す 。
実 行 委 員 長 （ 椎 木 涼
平 君 ） の 力 強 い ホ イ
ッ ス ル の 音 が 聞 こ え
て い ま し た 。

選 手 入 場 で す 。

い よ い よ 四 団 （ 朱 雀 ・ 青 龍 ・ 白 虎 ・ 玄 武 ） の
戦 い が 始 ま り ま す 。

最 終 種 目「 ム カ デ 」

応

援

合

戦

リ レ ー

団 旗 リ レ ー

玉 入 れ

背 渡 り

台 風 の 目 大 縄 跳 び

３ 人 ４ 脚

棒 ・ タ イ ヤ 引 き

綱 引 き 男 子 騎 馬 戦女 子 騎 馬 戦

総 合 優 勝 は ( 緑 ) 玄 武 団

応 援 合 戦 優 勝 は ( 赤 ) 朱 雀 団

朱 雀 団

青 龍 団

白 虎 団

玄 武 団


